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企画展

平成17年 春季企画展

『考 古 学 を愉 しむ 一 新堂廃寺出土瓦の分析 一』

場 所:京 都大学総合博物館2階 企画展示室

期 間:平 成17年4月6日(水)～8月28日(日)

春季企画展展示室
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平成17年 春季企画展 によせて

平成17年 度の入学式 に企画展示 を創作 しようと,

平成16年 の1月 にホームペ ージに企画員(ボ ランテ

ィア)の 公募 を呼 びかけ,応 募 くださった3名,最

終的 には4名 の方 々 と,1年 間にわたって10度 の討

論会 を(1回3～4時 間)経 て,こ の 『考古 学 を愉

しむ』の展 示はで きあが りま した。

年 間に1000億 円を超 える巨額の公的資 金が使 わ

れてい る文化財 としての考古資料 を扱 う調査 に,多

くの女性 が活躍 な さっている昨今の状勢 に鑑みて,

「女性が羽ばた く考古学」 と題す る展示 を創 ること

を想定 してい ました。具体 的には,ガ ロッ ト女史,

ルロワ=グ ー ラン夫 人,ソ ンヌヴ ィル=ボ ル ド夫人

な どの考古 学史に 「方法」 を伴 って革新的な業績 を

残 した女性研 究者 のお仕事 に焦点 を当て ることを考

えま した。 しか し科学す る行為 に 「女性」 とか 「男

性」 とかの枠 を設 けて考 える発想 はおか しい との当

然の疑問が出 され,「 考古学 の方法」 を問 う研 究 を

捜す こ とに しま した。考古学 とい う 「科学」が存 在

す るについての 「方法」 とは何 か とい う基本的 な問

題 に,真 正面か ら,素 直 に取 り組 むこ とにな りま し

た。考古学が扱 う資料(考 古資料)と は,(過 去の)

ヒ トが作 って使 った ものですか ら,そ の もの に関わ

ったヒ トの ジェスチュアー を,そ の ものやそれの痕

跡 か ら読み取 る作 業がな されているこ とが,わ た し

たちの取 り上げる研 究である とい うこ とにな りま し

た。

そこで展示の基本 コンセプ トは,展 示物 を見せ る

とい うよりも,「 考古学 者」 がその頭脳で推理 して

い く過程 を観覧者が 「追 体験」(そ の気 にな られて

の話 ですが)し ていけ ることとい うことにな りま し

た。2度 の討論会 にまたが って激 しい議論 になった

のは,「 導線誘導型」 の展示 を採用す るか否 かの点

で した。展示場の空間 に展示物 を置 くことは,「 考

古学 者」 の思考 を平面的配置 を基調 としつつ立体的

に想 定復原す ることにな ります。それには演示具 の

工夫 を伴 う展示物 の見せ方や,展 示ケースの配置が

必須 的 に鍵 を握 る要素 にな りますので,「 考古学者」

の考 古資料 の 「独創的 な」見方 を,展 示技術 の専 門

家 によ く理解 して もらうのにか な りの時間 を割 きま

した。そ して 「その思考 は誘導的 に再現 して もらう

よ りも,参 観 者が展示物 のあい だを 「さまよう」 よ

うに巡 るなかで 「追体験」 しつつ獲得 されてい くの

が よい と考え るに至 りました。

考古資料の種類 と言 います と,例 えば石器,土 器,

埴輪,金 属 器(鉄 器 や青銅器 な ど),木 器,瓦 な どを

あげることがで きます。 こ うして羅列 します と,材

質の別の呼び方 と,機 能 を限定 した 「特殊」 な もの

が混在 してい るように見 え ます。土器 とは土で形 を

作 って焼成 した ものである と言 えば,瓦 や埴輪はそ

のなか に含 まれ ますが,何 らかの もの をなか に納 め

るこ とがで きる形 をとる もの と限定すれ ば,器 にな

ってい るのが前提 となって,瓦 や埴輪 は除外 され ま

す。 しか し石器,土 器,金 属器,木 器 とい った カテ

ゴ リーとの整合性 を問 うときには,瓦,埴 輪 をそ こ

に並べ ます と違和感 を与 えるこ とは否め ません。 し

たが ってこの種の呼び分 けは便宜 的な もので しかあ

りませ んが,瓦 や埴輪 と呼 ぶ ものは,そ れ らが造 ら

れる ときの状 況が よ り具体 的に想定で きそ うに思 え

ます。す なわ ち寺院(後 には宮殿 や家屋)が 建て られ

るのが前提 にあ って瓦は造 られるのです し,墓(古

墳)が 造 られ るの を前提 に して埴輪 は作 られ るので

す。 しか も両者 とも,程 度 の差 はあった として も,

一定 の企画性 を伴 う工人組織 が存在 して造 られ たと

考 えるこ とがで きま しょう。 もしもこの推定があた

っている とします と,瓦 や埴輪 は,こ こに羅列 した

他 のカテゴ リーの考古資料 よ りも扱 うのが易 しい こ

とにな ります。考古資料 を認識 して,論 じる設定課

題 に適切 な証拠 を引 き出す作業 に 「考古学 の方法」

がある とします と,そ の提 示 には 「扱 い易い」瓦や

埴輪 を用 いるのが分か りやすい説 明がで きる とい う

ことが想像で きま した。

こうい う具合 に考 えて,「 考古 学 を愉 しむ』 と題

す る展 示には考古資料の なかか ら瓦資料 を取 り上 げ

る ことに しま した。瓦 を造 るときにヒ トが演 じたジ

ェスチュアーを頭 に浮かべ て,そ の ときにどの よう

な痕跡 が瓦 に残 るかを 「考古学者」が想 定 して,過



September 2005 京都大学

去の ヒ トのその ときの振 る舞い を暴いてい く証拠捜

しを進める過程 を展示 しようとい うこ とに しま した

4つ の時期 に しか分 け られなか った軒瓦 をもとに,

少 な くとも8つ,ま たは9つ の造瓦 され る単位 に,

出土 した(す べての)瓦 資料 を捉 えてい ます。木っ

端微塵(こ っぱみ じん)に なって しか 出土 しなかっ

た瓦資料 を出来るか ぎ り完全 な姿 に しようと 「ひっ

つ け」 まわ した 「考古学者」 を見 て くださって もよ

いのです。 この木 っ端微塵 の瓦資料が示す こ とと し

て,ど こか ら,「 どれ とどれが一緒 になって出土 し

たかを」正確 に,細 か く記録 した 「考古学者」の地

道 な努力 を見て くだ さって もよいのです。その よう

な地道 な努力の結晶が考古学 の成果 となるこ とを示

したいのです。それは 「結果」 を重視 しす ぎるよう

に思 える現代世相 に対 して,地 道 な努力 の大切 さを

訴 えたい展示意図 をも反映 します。 しか ししょせん

C

は展示です。参観者 はお好 きなように見 られるのが

よいのでは ないか と思 います。

最後 に申 し添え ます が,こ の展示 に している研究

は,そ れ までは瓦資料 な ど検討 もしたことがなか っ

た 「考古学者」 の手 になった ものです し,瓦 資料 の

「専門家」 はその研究 について 「沈黙」 を守 ってお

られ るように思い ます 。 またこの展示 は,展 示な ど

を企画す る経験 のなかった方 々に広 く呼 びかけて,

それ に応 じて くだ さった一般 の方 々の討論 の結果 の

作品です。考古学 とは どの ようなこ とを,ど の よう

に知 ろうとす る科学 なのか,展 示 とは どの ように制

作す る もの だろうか とい う,素 直 な問いに,真 っ正

面か らひ とつの答え を引 き出 した,わ た しを含めて

の 「アマチ ュアー」集 団のひ とつの答案です。

(京都大学総合博物館 ・資料基礎調査系 ・

教授 山 中一郎)

平成17年 春季企画展

関 連 イ ベ ン ト

展示解説 毎週土曜 日

瓦資料観察教室(造 瓦道具の痕跡捜 し)7月23日(土)・8月20日(土)

講演会 「博物館展示 と考古学の研究」8月6日(土)

「考古学研 究 と博物館の展示」8月7日(日)

公開講座

「考 古 学 を愉 しむ ・考古資料 を読む 一 」

各 回13=30～16:00

5月21日(土) 「瓦 を読 む」

富田林市教育委員会 粟 田 薫

5月28日(土) 「土器 を読 む」

奈良国立文化財研究所 深 澤 芳 樹

6月4日(土) 「埴輪 を読 む」

大谷女子大学 犬 木 努

6月11日(土) 「考古資料 を読む」

京都大学総合博物館 山 中 郎
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レ ク チ ャ ー ・シ リ ー ズ

前 回の ニュー スレターでの紹 介以来,今 年の1月

か ら8月 にかけて9回 の レクチ ャーを新 たに行 うこ

とが出来 ました。月 に1回 とい う目標 を少 し上 回っ

てい ますが,ス ピー カーの先生方 のご協力の たま も

のであ り,ま た参加者の皆 さんの熱意 も大 きな支 え

となっています。関係 されたすべ ての皆 さんにお礼

申 し上 げ ます。具体的 には,以 下 の ような内容 ・ス

ピーカーで開催 しま した。

特筆すべ き点 は、若手の研 究者 が何人 もス ピーカ

ー を引 き受 けて くだ さった こ とです。伊 勢戸先 生

(no.33)は,当 博物館 の研修員 であ り日本学術振興会

の特別研究員で もあ ります。 また,厳 先生(no.36)

は,中 国か らの留学生 と して今年 の春 まで京大大学

院教育学研究科の大学院生で した。 さらに,甲 斐先

生(no38)は,昨 年春 まで京大大学院農学研究科 の大

学 院生 で,中 坊徹次現館長の下で博:物館 において研

鎖 されていま した。 また,カ ンジャナ先生 の レクチ

ャー を流暢 でわか りやすい 日本語 に通訳 して くれた

のは大学 院1青報学研 究科の大学院生の市 川君 です。

優 秀な若手研究者がわか りやす く研 究成果 を披露 し

て くれた ことは,参 加 した小学生や中学生 たちに と

って大 きな刺激 となった と思い ます。

今回は,参 加者のお しか りを受け る場面 もあ りま

した。毎 回 ジュニア,シ ニ ア と主な対 象を示 して案

内 を してい ますが,ジ ュニ ア向け と して案 内 した レ

クチ ャー にやや専 門的 な内容の ものがあ り,講 演 の

後の質疑 応答 の中で,「 対象者 にさらに配慮 した準

備 を望む」 との発言 をいただ きま した。 レクチ ャー

の企画担 当者 としてス ピーカーの先生方に きちっ と

趣 旨をお伝 え し切 れていなか ったことで,ス ピー カ

ー に も参加者 に もご迷惑 をおか けす る結 果 とな りま

した。今後は,こ の ようなこ とが起 きない ようさら

に努力 してゆ きたい と反省 してお ります。

さてこの9回 に限ってみて も,地 学,古 生物 学,

動物学,考 古学,日 本 史,教 育学 と幅広い分野か ら

の話題提 供 をいただ くことが 出来 ま した。今後 とも

広 い研究分野か らの優 れた研究者の レクチ ャー を提

供 してゆきた く思い ます。 自薦 ・他薦 を問 わずス ピ

ーカーの ご推薦 をた まわる ことが 出来れば幸いです。

(京都大学総合博物館 ・情報発信系 ・教授 大野照文)

no,31「 火山の不思議 」

スピーカー:古 川善紹 先生(京 都大学大学院

理学研究 科附属地球熱学研 究施

設助教授)・(ジ ュニア レクチ ャ

ー)

平成17年1月22日(土)

no.32「 四 ～六世紀 にお ける半 島の倭 人たち と 『日

本府』問題 」

ス ピーカー:李 在碩 先生(京 都大 学総合博

物館客員教授 ・高麗大学 日本学

研 究所研 究所助教授)・(シ ニ ア

レクチ ャー)

平成17年2月5日(土)

no.33「 サンゴ礁の生 きものに憧 れて」

ス ピー カー:伊 勢戸徹先生(京 都 大学総合博

物館研 修員 ・日本学術振興会特

別研究員)・(ジ ュニア レクチ ャ

ー)

平成17年3月26日(土)

no.34「 海 の動物 たち を絶滅 か ら救 う!タ イと日本 の

共 同研究 プロジェク ト」

ス ピーカー:ア ドゥルヤヌ コソル ・カ ンジャ

ナ先生(総 合博 物館客員教授 ・

タイ国国立 プーケ ッ ト海洋 セ ン

ター上級海洋生物学者)・通訳:

市川光太郎(京 都大学 大学 院情

報学研究科大学院生)・(ジ ュニ

ア レクチ ャー)

平成17年4月9日(土)

大井先生のレクチャー風景



September 2005 京都大学

no,35「 最近 、森の外で クマ さん と出会 うわけ」

ス ピーカー:大 井徹先生(独 立行政法 人森林

総合研 究所 関西支所 ・生物多様

性研 究 グループ長)・(ジ ュニ

アレクチ ャー)

平成17年5月14日(±)

no36「 『自由』 な京大生に なるための教養教育 と折

田彦市」

ス ピーカー:厳 平先生(同 志社大学嘱託講

師)・(シ ニ アレクチ ャー)

平成17年5月21日(土)

no.37「 考古資料の診断 と治療 一保存処理技術者の

目一」

ス ピーカー 二伊藤幸司先生(大 阪市文化財協

会)・(ジ ュニ アレクチ ャー)

平成17年5月29日(日)

no.38「 日本海の魚 たち」

スピーカー:甲 斐嘉晃先生(京 都大学 フィー

ルド科学教育研究 センター助 手)

・(ジュニ ア レクチ ャー)

17年6月25日(土)

no.39「 小 さな小 さなプランク トンのお話」

ス ピー カー:西 田史朗先生(奈 良教 育大学 名

誉 教授 ・地域 自然誌研究会主宰)

・(ジュニ ア レクチ ャー)

平成17年7月30日(土)

(午前 中の レクチ ャーに続 いて,

午後 には電子顕微鏡 によるナ ン

ノプラ ンク トンの観察会 も開催

して くださった)。

厳先生 の レクチャー風景

記事

京都大学総合博物館入館者10万 人突破

総合博物館 では,平 成13年6月1日 の開館以来 の入館者が本年8月20日(土 曜 日)に10万 人を突破 しまし

た。10万 人 目の入館 者 とな られたの は,岐 阜県神戸 町の公務員四井清裕 さん(43歳)ら の家族6名 です。

博物館 において行 った記念 セ レモニーで は,家 族 を代表 して四井勇佑君(12歳)に 中坊徹次館長 か ら記念

晶 として,当 館 オリジナルTシ ャツや企画展図録な どを贈呈 しました。

開館当初年間2万 人程度 だった入館者が,昨 年以降,春,秋 の企画展の入場者数が伸 びたため,当 初の

予想 よ りやや早 く4年3カ 月目に して10万 人 目を達成 するこ とがで きま した。

10万人目入場者記念品贈呈式風景
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京 都 大 学 総 合 博 物 館 日誌(平 成17年1月 ～ 平 成17年8月)

1月14日(金)第20回 協議員会

6月20日(月)第21回 協議員会

1月12日(水)第19回 運営委員会

6月15日(水)第20回 運営委員会

1月14日(金)

2月10日(木)

3月11日(金)

4月8日(金)

5月13日(金)

6月10日(金)

7月8日(金)

第86回 教員会

第87回 教員会

第88回 教員会

第89回 教員会

第90回 教員会

第91回 教員会

第92回 教員会

義

義

義

義

義

義

義

外 国人研究員

3月15日(火)リ ・ゼ ソク氏(大 韓民国 ・高麗大学 日本学研 究所助教授)帰 国

4月1日(金)～6月30日(木)

ア ドゥルヤヌ コソル ・カンジャナ氏(タ イ王 国 ・国立 プーケ ッ ト海洋生物学 センター上級

海洋 生物学者)

7月1日(金)(～9月30日 ・金)

ペ ン ・チ ンイ氏(台 湾 ・中央研 究院生物多様性研究 センター研 究員)来 学

展示

4月6日(水)～8月28日(日)

平成17年 春季企画展 「考古学 を愉 しむ一新堂廃寺 出土瓦の分析一」

企画展関連行事

毎週土曜 日 展示解 説

7月23日(土)「 瓦資料観察教室(造 瓦道具 の痕跡捜 し)」

8月6日(土)「 博物館展示 と考古学の研 究」講演会

8月7日(日)「 考古学研究 と博物館 の展示 」講演会

8月20日(土)「 瓦資料観察教室(造 瓦道具 の痕跡捜 し)」

公 開講座

5月21日(土)・28日(土)・6月4日(土)・11日(土)

第17回 公開講座 「考古学 を愉 しむ一考 古資料 を読 む一」

学 習 教 室

1月15日(土)

3月26日(土)

3月27日(日)

6月11日(土)

8月6日(土)

8月13日(土)

8月24日(水)

8月25日(木)

8月26日(金)

シニア学習教室 「大人のための学習教室 貝 を調べ ま しょう」

春休 み学習教室 「大人のための春休 み学習教室 貝 を調 べ ま しょう」

春休 み学習教室 「ア ンモナイ トにふれよ う!」

お とな向け体験学習教室 「お となが学 ぶ二枚貝 貝体 新書 」

夏休 みジュニア化学教室 「化学反応 で作 ろ う いろいろな形」

夏休 みチ ャレンジ学習教 室 「フズ リナの薄片 をつ くって生 きていた時代 を決 めま しょう」

夏休 み学習教室 「火星探査 ロボ ッ トを作 ろ う」 「ス トローで丈夫 な建物 を作 ろう」

夏休 み学習教室 「三葉虫 を調 べ よう」「フィルムカ メラで京都大学 を写 そう」「カ リンパ を作

って演奏 しよ う」

夏休 み学習教室 「勾玉(ま がた ま)を 作 ろ う」 「二枚貝 を調べ よう」 「望遠鏡 を作 って月を

観察 しよ う」
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8月27日(土)

8月28日(日)

夏休み学習教室 「本物の標本 を触ってみよう」

化年表 を作ろう」

夏休み学習教室 「本物の標本を触 ってみよう」

「ミクロの世界 を観てみよう」

「三葉虫を調べよう」 「化石を使 って生物進

「江戸時代 の京都ヘ タイムス リップ しよ う」

レ ク チ ャ ー ・シ リ ー ズ

1月22日(土)

2月5日(土)

3月26日(土)

4月9日(土)

5月14日(土)

5月21日(土)

5月29日(日)

6月25日(土)

7月30日(土)

no.31

no.32

no.33

no.34

no.35

no.36

no.37

no.38

no.39

「火 山の不思議」

「四～六世紀 にお ける半島の倭 人たち と 『日本府』問題 」

「サ ンゴ礁の生 きものに憧 れて」

「海 の動物 たちを絶滅 か ら救 う[タ イ と日本の共同 プロジェク ト」

「最近 、森の外で クマ さん と出会 うわけ」

「『自由』 な京大生 になるための教養教 育 と折 田彦市」

「考古資料の診断 と治療 一 保存処理技術者の 目一 」

「日本海の魚 たち」

「小 さな小 さなプラ ンク トンのお話」

その他活動

1月21日(金)京 都大学 ミュージアムコンサー ト2005

1月29日(土)「 第2回 ミクロワール ドサ イエンスショー」

3月12日(土)「 情報機器 や総合博物館 を活用 した 『総合的な学習 の時間』 の運営」 シンポ ジウム

6月25日(土)「 『わざ』再発見 一 デ ジタル的身体 か らアナログ的身体へ一 」人文ア カデ ミー ・シンポジウム

8月11日(木)・12日(金)「 京都大学 オープンキャンパス2005」

8月20日(土)「10万 人 目入場者記念 品贈呈式」

8月25日(木)「 カ リンパ ・カ リンパ ・カ リンパ」 コンサー ト

人事異動

4月1日(金)

7月1日(金)

掛員 服部敦史(国 立若狭湾少年 自然の家事業推進課事業調査係へ転出)

主任 宮内友則(独 立行政法人京都国立近代美術館 庶務課庶務 ・学習普及係より転入)

※4月1日 より事務組織の再編により事務室の所属が変更。学術情報 メディアセンター等事

務部博物館事業掛より総務部社会連携推進課総合博物館掛へ変更。専門職員は社会連携掛

長へ変更。

総務部社会連携推進課長 西村文恵(京 都市総合企画局プロジェク ト推進室担当課長より)

発行 日2006年2月28日

編集 ・発行 京都 大学総合博物館

〒606-8501京 都 市左 京区吉 田本 町
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